
ー助け合うーー助け合うー

ー見守るーー見守るーーつなぐーーつなぐー

ー学び合うーー学び合うー

ー話し合うーー話し合うー

コミュニティ・スクールは、地域、学校、保護者、児童生徒の4者が
連携し、皆が育ち・育てる、そんなコミュニティを育てるためのしくみです
コミュニティ・スクールは、地域、学校、保護者、児童生徒の4者が
連携し、皆が育ち・育てる、そんなコミュニティを育てるためのしくみです

このしくみに息を吹き込み、血肉を与えるのは、学校運営協議会や CS に関わるみなさんです。
このリーフレットでは実際に CS を取り入れている学校の体験談をもとに、CS を運営する上でどんなことを大切にするとよいかについ
ての 1 つのイメージを提示します。もちろんこれだけが唯一の正解ではありませんが、CS の目的や留意点について共通認識を持ち、
自分たちの地域・学校ではどうしようかとみんなで知恵を絞りあうきっかけを生むためのツールとしてご活用ください。
※コミュニティ・スクール（以下CSと略）とは、「学校運営協議会」を設置している学校を指します。制度に関する詳細は文部科学省政策のリーフレットやホームページをご確認ください。

＜こんな時にリーフレットをお使いください＞
●学校運営協議会を新たに設置した時、学校運営協議会委員が交替した時に、CS のイメージを持ちたい／持ってほしい時に
●学校運営協議会は開催されているが、どうも形骸化していると感じられる時に　●学校が問題を抱えていて、地域や保護者の協力を得たい時に   
●参加者が「お客様」になってしまっている、学校への批判大会になっている、学校が一方的にお願いしているだけになっている時に　　等
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やりがいが
ある！



＜こんな時にリーフレットをお使いください＞
●学校運営協議会を新たに設置した時、学校運営協議会委員が交替した時に、CS のイメージを持ちたい／持ってほしい時に
●学校運営協議会は開催されているが、どうも形骸化していると感じられる時に　●学校が問題を抱えていて、地域や保護者の協力を得たい時に   
●参加者が「お客様」になってしまっている、学校への批判大会になっている、学校が一方的にお願いしているだけになっている時に　　等

CS に関わる方から度々聞かれる言葉です。子どもたちから元気や希望をもらったり、活動を通じて地域
に居場所ができたり。子どもたちのための活動は、まわりまわって自分に帰ってくるのかもしれません。

学校に足を踏み入れる機会が
増える

地域住民の役割と居場所が増える 先生が授業に集中できる

活躍する場が学校だけから
地域に広がる

地域住民との交流が生まれる

先生が引き受けていた仕事を
地域や家庭が分担する

落ち着き・自己肯定感が芽生える 子どもの学力が上がる子ども達との間に信頼感が生まれる

例えばこんな時…

コミュニティ・スクールの目的

「CSをやること」が目的ではなく、

を考えるのが大切です「CSを通じてどういう状態を目指すのか」

地域住民 　 先生子どもたち

「子ども達のためにやっていると思ってたけれど、自分のためだった」「子ども達のためにやっていると思ってたけれど、自分のためだった」

１ みんなで子どもたちを育てる

「自分に何ができるか」を考える。それが、
自分たちがこの場を作っているという自
信と責任感を育て、居場所を作ります。

CS では場面ごとに責任者とお手伝いが入れ替わることが重
要です。地域の行事では地域の方が統括し、学校の授業で
は先生が指導し、地域のお祭りの設営は中学生が中心に、
バザーのイベントでは保護者が活躍…。そんな積み重ねが、
学校や地域のことを「他人事」ではなく「自分事」と感じ
る感覚を育てます。

地域の子どもをどう一緒に育てていこうか。
それをみんなで考えることができるのが CS
のいいところです。

子どものためなら力を貸そう、そう考えてくれる地域の人
は意外と多いもの。子どもを真ん中に置いて考えることは、
いろんな意見がぶつかり合ってもブレない確かな軸となります。

２ 当事者意識を培う

生徒が地域で活動する時、学校の
先生は生徒と地域の方に任せて見
守ってみてください。最初はうま
くいかず口や手を出したくなるか
もしれませんが、ぐっとがまんです。

コミュニティスクール（CS）の目的と効果
CS を通じてどんなことを実現したいのかを考える時、どんな学校でも重要になる２つの目的があります。

判断に迷ったときに、「これは本当に子どものためだろうか？」「自分が指示を出すとスムーズ
だけど、それは他の方の自主性を高めるだろうか？」などと考えると、判断の指標にもなります。

なんのため
に

CSをやるの
か？

コミュニティ・スクールの効果

多様な
価値観を
受け入れよう!

しっかりとした
目的があると

力を合わせられる !

じっくり
耳を

傾けよう！



しくみ
の要素

予算…学校・自治会・PTA の予算だけでなく、後援会をつくるという手も。
組織…それぞれの組織内で CS をどう位置づけるか。
人…人の入れ替わりをどう引き継ぐか、新しい人をどう見つけて来るか。

地域の教育力…地域の教育力はたくさん潜在しています。いろんな方向からアプローチを！
土曜授業で地域の人の一芸を教えてもらう（三味線や法律講座、自然観察）など
ファシリテーション…話し合いを促進する「ファシリテーション」技法を学ぶと、参加者が
前向きになり楽しく話し合いを進めることができます。

「やらねばならない」ではなく
「CS って楽しい！」に
CS を導入するときは、教育委員会や管理職の義務感か
らやるのではなく、「うちでもできそうだ」、「CSってよ
さそう」だから「やりたい」という気持ちから出発す
るのが理想です。

CS だからこその良さ（学校が落
ち着いている、子どもが生き生き
している等）を折に触れて確認し、
周囲にも広報しましょう。周囲や
自分自身が成果を認めてくれるこ
とは、メンバーのモチベーション
を高めます。

まず情報を出し合い、学校・地域の課題を共有しましょう。うまくいっ
ていないことは隠したくなりますが、それこそが協働の鍵！隠さず、
情報を出すことで信頼感を生むきっかけにもなります。

1. まずは１つやってみましょう。
課題解決のための取り組みをみんなで１つやってみることで、学校や地域
の課題、持っている資源、合う形などが見えてきます。

２.長く続けるための仕組みづくり
１～２年やって感覚を掴んだら、長く続けるためのしくみづくりをしましょう。ある中学校では長年生徒の荒れに困ってきました

が、CS になり、地域住民や保護者に問題を発信し
ました。すると、自治会で「夜間パトロールをやり
ましょう」という提案が生まれ、結果として数年後
には補導件数が激減しています。

今までの仕事に CS の仕事が上乗せされるだけでは大変になるのは当然。なにが本当
に必要な仕事なのか？を考えて、不要なものは止め、重複が解消するように工夫しま
しょう。また仕事を整理して誰でもできるようにしておけば、個人の負担が減ります。

・教委への報告や承認なしでも学校で決められるように
・焦点を決めて、それに関係ない事業をやめる
・自治会は小学校からも中学校からも要請があって大変
　→中学校ブロックで 1 つにする。

双方向性 役割分担 継続性
「地域が学校を支援」
「学校が地域を支援」
「学校と地域とが協力して1つ
の事業に取り組む」。
3つ合わせて「協働」です。
高齢化の進む自治会のお祭りで中学生が準
備を手伝ってくれたら…。公園の木々の世
話や清掃を小学生が手伝ってくれたら…。
子どもが手伝えることは地域にたくさんあ
るはず。一方で「役に立った！」という実
感は子どもの自己肯定感につながります。

学校、子ども、保護者、
地域、それぞれの役割
を確認し合いましょう。

教育というと学校が中心になりがちです
が、例えば「先生は授業、地域は社会性、
家庭は生活」など、それぞれが力を発揮
できる環境をつくれることが CS の醍醐味
です。そのためには誰がどの仕事をする
かを整理し確認しあうことが第一歩です。
相手の仕事、自分の仕事が何かが解って
いればこそ、安心して任せられるからです。

続けるからこそ芽生え、
根付くものがあります。
CS の成果は 1 か月や 1 年という短期間で
出るものではありません。CS に毎年取り
組む中で学校と地域の信頼関係ができた
り、保護者の理解が進んだり、自分たち
が役に立ったと
いう経験を積ん
だ子どもたちが
成長して行くの
です。

仕事をスリム化して負担を減らす

助けになるもの

3 つの柱とそれを支える土台

まずはやってみましょう！　　

①問題を発信する ②段階的にやる

こんなことがありました

意識づくりとしくみづくり
CS のしくみをどう設計するかは地域・学校ごとにいろいろですが、常に意識し続けたい３つの柱があります。

また、負担なく継続できるよう、３つの柱を支える土台づくりも同時に進めましょう。

実践し、

持続するた
めに

例えば…

3 つの柱を支える土台

3 つの柱

※ファシリテーションについては、別紙をご参照ください

※



埼玉医科大学教養教育 米岡裕美
【メール】yyoneoka@saitama-med.ac.jp

ひとと出会う、つながる
うまくいっている CS では、たまたまいい人
がいた、という話を耳にします。けれども、
それは偶然ではなく、CS でどんなことがした
いかの重要性を感じている中で、それに共感
してくれる人や役割を担ってくれそうな人に
対するアンテナが研ぎ澄まされていたからこ
そ実現した出会いなのでは。

間をつなぐ
一気に連携が進むわけではない。いろいろなところに
ちょっとずつ火をつけることが大事です。地域の頑張りを
保護者に伝えたり、うまくいっていないときには「まあまあ」
となだめたり。

リーダーシップとメンバーシップ…補完性の原則
・CSには最初からいろんな立場の人がいます。
いろんな人材が補完し合ってうまくいっている。

・みんなが寄り添うような状況をつくろう、と言っ
て始めるといいですよ。

・困ったことを言う人がいても、そこでつながりが
できたと思えばいいんです。

活動がうまくいくことが目的ではない
1つ 1つの活動についてPDCAで評価すること
は必要だが、CS の大きな目的は事業を成功さ
せることではない。個々の活動がうまくいって
いなくても、そこから子どもが何か気づきを得
ていたり、当事者意識が育っていればよい。そ
れを評価する指標を持っておくとブレずにすむ。

楽しもう、楽になろう
CS に正解はない。学校・地域・家庭の３者が力を合わせれ
ばこどものために何でもできるのだから、学校や地域の特徴
に合わせて、やりやすいように、やりたいようにやればよい。

関係者がこんな心構えや着眼点を持っていると、CS が楽しくできるかも…。経験者からの珠玉のアドバイスをいくつかのポイントにしてみました。

学校 校長、教頭、主幹教諭など校長、教頭、主幹教諭など 自治会 後援会 ボランティアなど自治会 後援会 ボランティアなど

保護者、PTA保護者、PTA

地域住民

家庭 教育委員会

最初は CSを主導しつつも、手放していく。

お願い上手になる

地域での活動の担い手、主役

CS のイメージをつくり、いいところを PRする

●校長が考えることは「学校の教育課題をいかに解決するか」です。その中
で地域と協力する必然性が見えてきます。
●教員の負担感がないようにするのは、校長や教頭の役割です。例えば、地
域の行事は休日が多いですが、先生方には声はかけま
すが強制はしないようにしています。でも行けば生の
声がきけますよと。
●CS の最初はやはり学校側がビジョンを見せて引っ張
る必要もあるかもしれません。逆に、ある程度課題が
共有できたら、地域や保護者、生徒が主役になれるよ
うに支援する、見守ることを意識する必要があります。

●PTA の役割をスリム化することです。そうすればできる時にできる人がや
るという関わり方で済むようになって、楽になります。引継ぎもすごく楽です。
●PTA は、自治会、学校に寄りかかりっぱなしです。なので、お願いをたく
さんできる関係づくりや、お願い上手になる
ことが大切だなあと思います。
●PTA 役員ではない保護者に、地域や学校が
こんなに支えてくれている、子どもたちがこ
んなに輝いているということを知ってもらう
ことが大切だと思っています。そのためにど
うすればいいのか、いつも議論しています。

●自治会から学校はちょっと遠いし、教育についてもあんまり考えてなかっ

た。CS になって自治会の研修会で CS について話し合って、1 つだけ決まっ

たのが「みんなで学校に行こう」ということでした。

●小学生の登下校の見守りをしていると、その子が中学生になってからも挨

拶をしてくれる。中学生は見えないと思っていたが、小学生から見守ってい

れば、つながっている。

●自治会改革の中で、地域は子どもを

育てるために何ができるかということ

を、結構地域の中で議論していました。

●教委の役割は検証・評価を繰り返しながら「CSとは」や「CSのいいところ」
をアピールすること。「いいことだからやれ」ではなく、自然とやりたくな
るように。CSの一律導入はやめて、手上げ式にしました。
●理念と一緒に説明するにはどの言葉が伝わりやすいか、にこだわりました。
●CS で業務が増えるので、その分教委と学校間でやり取りする業務を整理し、
不要な業務を削減しました。
●予算権限の学校への移譲、学校管理規則の改正等を行って、地域の要望や
CS の取り組みなどを学校の判断でできるように制度を整えました。当事者
意識を持つためには、自分たちで決める権限が必要です。
●学校と教育委員会のパートナーシップ関係構築が必要です。

■作成：市民参加×教育政策×ファシリテーション研究会（＊） 　
■研究会構成員：NPO 法人日本ファシリテーション協会有志、埼玉医科大学米岡裕美
■調査協力：春日市教育委員会、春日市立天神山小学校、西中学校、北中学校、南中
学校の関係者の皆さま
＊JSPS 科研費 25885066 の助成を受けた研究の一環として開催

ファシリテーションについて

NPO法人日本ファシリテーション協会
https://www.faj.or.jp/

■リーフレットに関してのご連絡先

埼玉医科大学教養教育 米岡裕美
【メール】yyoneoka@saitama-med.ac.jp

30代女性 教諭 60代男性教諭（元校長・教頭、現大学教授）

60代男性教諭（元校長・教頭、現大学教授） 50代男性学校運営協議会委員長（元PTA会長）

50代男性元PTA会長

50代男性教頭

50代男性教頭

各関係者の役割
CS に関わる関係者は、どう行動すればよいのか。CS経験者に聞いてみました。

実際に CS を

運営してみ
て…

アドバイス


